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【はじめに】 Cu2SnS3(CTS)は低コストで、高効率薄膜太陽電池などに有望な光吸収材料の一つとして

注目されている。しかしながら、CTS 太陽電池は理論変換効率と比較し最高変換効率が低いことが現

状である[1]。近年 CTS 太陽電池において Na などの添加によるアルカリ金属効果が変換効率を増加さ

せると報告されている[1,2]。また、 CTSと同じCu-S化合物系太陽電池であるCu(In,Ga)Se2太陽電池

では、Na より大きなイオン半径を持つ Cs を添加することで顕著なアルカリ金属効果をもたらし、より高

効率になることが報告されている[3]。従って Cs が CTS 薄膜に及ぼす影響を解明することで、一層の

高効率化が期待される。しかし、CTS 太陽電池における Csの添加効果に関する報告はほとんどない。

本研究では、Csを添加した際の CTS薄膜に対する結晶構造や異相への影響を検討した。 

【実験方法】 ソーダライムガラス(SLG)基板上に Mo を堆積し、その後 RF スパッタ法を用いて Cu及び

SnS2 を積層堆積してプレカーサとした。この後、CsF あるいは NaF 層をそれぞれプレカーサ上に真空

蒸着した。これらの膜に対し、硫化温度 560 oC、硫化時間 1.5 hの条件下で硫化処理を行い CTS薄膜

をそれぞれ成膜した。CsF及び NaF を堆積した CTS薄膜は硫化処理後、純水で 10 分間エッチングを

行った。これらの試料に対し、SEM、XRD、EDXなどの評価を行った。 

【結果及び考察】 図 1に CTS薄膜及び、NaF及び CsFをそれぞれ堆積したCTS薄膜の θ-2θ回折パ

ターンを示す。すべての CTS 薄膜において単斜晶構造の Cu2SnS3が確認された。また、CsF を堆積し

た CTS 薄膜では Cs2S3や Cs2S6などの異相が観察された。これは過剰な CsF が堆積されたことが示

唆される。また、Na+のイオン半径(0.095 nm)より Cs+のイオン半径(0.169 nm)が大きいことに起

因し[3]、Cs化合物が形成されやすいことも

考えられる。CsF膜厚に対する依存性などの

詳細は当日報告する。 
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図 1 CsF及び NaFを堆積した後に硫化した 

CTS薄膜の XRDパターン 
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